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空の安全を守る仕事（国家公務員専門職）について 

６月から順次、各種国家公務員採用試験の申し込み受付が始まっています。首里高生でも将来の希望進路として考える人の多い「公務

員」。しかし公務員と一口に言っても、お仕事の内容、勤務地、採用方法は様々です。今号では、高校３年生から卒業後の数年間という限ら

れたチャンスでのみ受験できる国家公務員専門職(高卒程度)のうち、高度な専門知識を活用して空の安全を守るお仕事を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

＊航空管制運航情報官とは？ 

 航空機の運航を支援するため、無線電話によるパイロットへの必要な情報の提供、飛行計画の受理、空港の管理、行方不明になった航

空機の捜索救難を始めとして、航空機の安全且つ円滑な運航を担う様々な業務を行います。 

＊航空管制技術官とは？ 

 無線電話・レーダー等の管制施設や、航空機が悪天候時においてもその航行を可能とする航空保安無線施設などの運用と維持管理を

担当するエンジニアです。先進の各種電子システムの設計・開発に携わる業務も行います。 

 

これらの職業に就くには・・・航空保安大学校に入校し、専門的な教育を受けなければなりません。 

航空保安大学校 （国土交通省管轄） 

住所： 大阪府泉佐野市りんくう往来南3-11  

学生生活： 学生寮で生活しながら２年間の研修を受けます。 

  授業料・教材費は不要。 寮費無料。  在学中から給与 （１６４，０００円程度/月額＋ボーナス）が支給されます。 

修了後のキャリア： 高度な専門知識を活かして日本全国の空港現場で航空保安の分野で活躍しています。那覇空港でも沖縄の空の安全

を守るためにたくさんの職員が活躍しています。東京霞ヶ関にて行政分野で活躍する方もいます。 

将来の進路に公務員を考えているみなさんへ 

公務員採用試験は、大学や専門学校といった進学の受験スケジュールよりも早い時期からスタートします。進学との同時並行は険しい道のりになりますので注意です。公

務員受験を考えている方は２年生のうちから情報収集と試験対策を始めましょう。進路指導室では各業種のパンフレット等も閲覧できます。遊びに来てくださいね。 

え？航空関係のお仕事って、パイロットやキャビンアテンダント、

グランドスタッフや航空機整備だけじゃないの? 

国家公務員（航空管制運航情報官、航空管制技術官、航空管制官）

として地上から空の安全を支えるお仕事もあるんだよ。 

この「航空管制運行情報官」「航空管制技術官」は高校卒業見

込みの者か高校を卒業した日の翌日から起算して３年を経過し

ていない者しか受験できない貴重なチャンスです。 

※航空管制官は大卒の資格が必要です。 

もっと詳しく知りたい人は、Youtubeもチェックしてみよう。→ 

 

クラス掲示用 

※この内容は、国土交通省の方に伺ったお話とパンフレットなどの情報をまとめたものです。 


